
三
橋
裕
之
・
総
務
部
長
が

司
会
を
務
め
、
各
部
報
告
で

は
最
初
に
総
務
部
と
し
て
、

事
前
質
問
へ
の
回
答
を
示
し

た
。
ま
た
、
日
整
通
常
総
会

は
、
６
月
27
日
（
日
）
の
正

午
か
ら
池
袋
に
あ
る
帝
京
平

成
大
学
の
７
階
に
て
開
催
す

る
予
定
で
あ
る
こ
と
を
報
告

し
た
。

会
員
数
の
増
加
に
向
け
た

施
策
展
開
に
当
た
っ
て
い
る

市
川
善
章
・
政
策
部
長
は
、

昨
年
11
月
に
総
務
部
と
合
同

で
、
個
人
契
約
者
の
グ
ル
ー

プ
オ
ー
ナ
ー
を
対
象
に
、
初

の
意
見
交
換
会
を
開
催
し
た

こ
と
を
報
告
。
こ
の
４
月
に

予
定
さ
れ
て
い
る
２
回
目
の

意
見
交
換
会
で
も
、
業
界
を

リ
ー
ド
す
る
日
整
へ
の
理
解

を
求
め
る
方
針
だ
。

石
原
誠
・
財
務
部
長
は
、

令
和
３
年
度
の
事
業
別
収
支

予
算
書
の
大
要
説
明
を
行
っ

た
。
そ
の
中
で
、
「
匠
の
技

伝
承
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実

施
に
伴
う
エ
コ
ー
の
初
心
者

研
修
支
援
な
ど
に
触
れ
た
。

こ
れ
は
業
界
の
発
展
に
欠
か

せ
な
い
人
材
育
成
の
未
来
投

資
で
あ
る
。

伊
藤
宣
人
・
保
険
部
長
は
、

２
０
１
９
年
分
の
会
員
の
施

術
料
金
給
付
総
額
と
総
件
数

を
発
表
。
数
年
に
わ
た
る
収

入
の
減
少
傾
向
の
要
因
と
し

て
、
施
術
所
の
増
加
に
伴
う

競
争
激
化
、
保
険
者
の
患
者

照
会
に
よ
る
受
療
抑
制
、
他

保
険
医
療
機
関
へ
の
患
者
の

流
出
な
ど
を
挙
げ
た
。

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

発行

公益社団法人

日本柔道整復師会

発行人 工藤鉄男

編集人 富永敬二

令和３年（２０２１）４月１日日整トピック（１）第２４号

日整会館から応対した正副会長と各部長

全国会長会をオンライン開催

日 整 の 各 部 報 告 と

質疑応答を中心に進行

日
整
通
常
総
会
は
６
月
27
日

会
場
は
池
袋
の
帝
京
平
成
大
学
を
予
定

日
整
は
年
に
一
度
の
全
国
会
長
会
を
３
月
26
日
（
金
）
、

午
後
１
時
30
分
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
り
開
催
し
た
＝
写
真
。

昨
年
の
会
長
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
、

止
む
無
く
中
止
と
な
り
、
２
年
ぶ
り
に
リ
モ
ー
ト
で
の
顔
合

わ
せ
と
な
っ
た
。
各
都
道
府
県
の
会
長
は
自
県
の
社
団
事
務

所
か
ら
会
議
に
臨
み
、
日
整
の
正
副
会
長
と
各
部
長
は
日
整

会
館
か
ら
応
対
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
図
ら
れ
た
。

安
定
し
た
通
信
環
境
の
も
と
、
会
議
は
事
前
に
寄
せ
ら
れ
た

質
問
へ
の
回
答
、
各
部
報
告
、
意
見
交
換
と
質
疑
応
答
、
工

藤
鉄
男
会
長
の
総
評
の
順
で
ス
ム
ー
ズ
に
進
行
し
た
。
そ
の

概
要
を
記
す
。
詳
細
内
容
に
つ
い
て
は
４
月
20
日
発
行
の

「
日
整
広
報

F
e
e
l

G
o

」
２
５
６
号
に
掲
載
す
る
。

２
面 工藤会長の総評

３

面 柔道整復師の押印不要

４
面

日整ニュースレター

登録のお願い



（
前
ペ
ー
ジ
か
ら
の
続
き
）

保
険
部
担
当
の
松
岡
保
副

会
長
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り

中
止
と
な
っ
た
各
地
区
の
日

整
保
険
部
関
係
会
議
に
代
え
、

保
険
部
が
制
作
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ

を
各
都
道
府
県
社
団
会
長
宛

て
に
送
る
こ
と
を
伝
達
し
た
。

豊
嶋
良
一
・
事
業
運
営
部

長
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
終

息
が
見
え
な
い
中
で
、
11
月

21
日
（
日
）
に
開
催
予
定
の

日
整
全
国
少
年
柔
道
大
会
と

少
年
柔
道
形
競
技
会
に
つ
い

て
の
在
り
方
を
述
べ
た
。
な

お
、
既
報
の
と
お
り
日
整
全

国
柔
道
大
会
お
よ
び
全
国
柔

道
整
復
師
高
段
者
大
会
は
中

止
で
あ
る
。

富
永
敬
二
・
渉
外
部
長
は
、

日
整
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
配
信

に
お
け
る
会
員
の
ア
ド
レ
ス

登
録
が
６
２
０
０
名
と
な
っ

た
こ
と
を
報
告
。
「
日
整
広

報
F
e
e
l

G
o

」
、
「
日
整
ト

ピ
ッ
ク
」
の
配
信
の
み
な
ら

ず
、
会
員
支
援
情
報
や
各
種

講
習
会
な
ど
、
日
整
の
主
要

事
業
の
お
知
ら
せ
を
会
員
が

楽
し
み
に
し
て
も
ら
え
る
よ

う
な
、
日
整
会
員
必
須
の
情

報
ツ
ー
ル
に
育
て
て
い
き
た

い
、
と
構
想
を
語
っ
た
。

渉
外
部
担
当
の
萩
原
正
和

副
会
長
は
、
柔
道
整
復
術
の

海
外
普
及
事
業
に
つ
い
て
説

明
し
た
。
ベ
ト
ナ
ム
国
へ
の

派
遣
指
導
者
は
、
２
０
２
７

年
頃
ま
で
の
４
回
分
の
計
画

を
立
て
た
。
し
か
し
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
の
た
め
、
日
本
と
相
手
国

に
も
規
制
が
か
か
っ
て
お
り
、

延
期
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況

に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
報
告

し
た
。

長
尾
淳
彦
・
学
術
教
育
部

長
は
、
47
都
道
府
県
社
団
に

貸
与
し
た
「
エ
コ
ー
観
察
装

置
」
の
普
及
啓
発
の
目
的
に

つ
い
て
言
及
し
た
。

柔
道
整
復
施
術
の
向
上
を

図
る
う
え
で
エ
コ
ー
観
察
装

置
に
よ
る
指
標
は
欠
か
せ
な

い
も
の
と
な
る
。
将
来
的
に

骨
折
や
脱
臼
な
ど
の
エ
コ
ー

検
査
を
認
定
項
目
と
し
、
柔

道
整
復
療
養
費
の
算
定
基
準

の
中
に
組
み
入
れ
る
た
め
の

遠
大
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
掲
げ
た
。

こ
の
制
度
化
を
目
指
し
、
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ

と
を
報
告
し
た
。

こ
の
後
、
三
橋
総
務
部
長

か
ら
、
機
能
訓
練
指
導
員
認

定
柔
道
整
復
師
に
つ
い
て
説

明
が
あ
っ
た
。

令
和
元
年
12
月
に
日
本
機

能
訓
練
指
導
員
協
会
が
設
立

さ
れ
、
初
代
会
長
に
は
本
会

の
工
藤
会
長
、
監
査
役
に
は

日
本
鍼
灸
師
会
の
小
川
卓
良

会
長
が
就
任
。
こ
れ
ま
で
の

「
機
能
訓
練
指
導
員
認
定
柔

道
整
復
師
」
は
「
認
定
機
能

訓
練
指
導
員
」
に
呼
称
が
変

わ
っ
た
。
第
１
回
の
実
務
研

修
会
は
昨
年
12
月
に
東
京
で

行
わ
れ
、
第
２
回
は
３
月
７
・

14
の
両
日
（
日
）
に
兵
庫
県

で
ウ
ェ
ブ
開
催
さ
れ
た
こ
と

を
報
告
し
た
。

皆
さ
ん
、
お
疲
れ
様
で
し

た
。
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
お
会

い
で
き
な
い
の
が
非
常
に
残

念
で
な
り
ま
せ
ん
。
一
年
前

か
ら
続
い
て
い
る
先
の
見
え

な
い
自
粛
の
中
で
、
皆
さ
ん

が
会
員
の
た
め
に
ご
努
力
い

た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
対
し

て
、
心
か
ら
敬
意
と
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。

た
だ
、
日
本
柔
道
整
復
師

会
と
し
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の

期
間
、
組
織
の
い
ろ
い
ろ
な

在
り
方
、
人
間
関
係
、
交
渉

の
仕
方
、
要
望
の
出
し
方
、

そ
し
て
日
本
柔
道
整
復
師
会

は
、
国
家
資
格
で
あ
る
柔
道

整
復
師
と
い
う
身
分
法
的
な

も
の
ま
で
研
究
で
き
る
よ
う

に
時
間
を
も
ら
っ
た
と
い
う

こ
と
で
、
考
え
よ

う
に
よ
っ
て
は
非

常
に
い
い
時
間
だ
っ

た
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

今
現
在
、
日
本

柔
道
整
復
師
会
は
、

執
行
部
一
丸
と
な
っ

て
い
る
の
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、
職
員
も
会
員

の
た
め
に
一
丸
と
な
っ
て
、

同
じ
方
向
で
各
部
の
文
書
作

成
な
ど
に
精
一
杯
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

こ
の
業
界
を
も
う
一
度
、

誇
り
を
持
て
る
職
業
に
す
る

た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い

の
か
と
い
う
こ
と
で
、
柔
道

整
復
師
の
技
術
と
技
能
を
再

度
高
め
る
た
め
に
、
学
術
教

育
部
が
エ
コ
ー
観
察
装
置
の

普
及
啓
発
に
取
り
組
み
、
地

域
の
人
た
ち
か
ら
再
び
信
頼

さ
れ
る
職
業
に
し
よ
う
と
い

う
こ
と
で
、
10
年
計
画
で
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

直
近
に
お
い
て
は
、
職
業

的
に
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
あ
っ

て
、
誇
り
の
持
て
な
い
人
た

ち
が
い
る
か
も
分
か
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
必
ず
日
本
柔

道
整
復
師
会
が
、
信
念
を
持
っ

て
社
会
に
貢
献
で
き
る
職
業

に
し
ま
す
。
こ
の
誇
り
を
大

事
に
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ

て
、
私
は
間
違
い
な
く
こ
の

業
界
が
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
っ

て
く
れ
る
も
の
と
信
じ
て
い

ま
す
。

そ
れ
は
我
わ
れ
が
、
次
の

世
代
の
人
た
ち
の
未
来
を
託

さ
れ
て
い
る
者
と
し
て
頑
張
っ

て
い
か
な
く
て
は
い
け
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い

う
意
味
で
は
、
今
ま
で
の
業

界
で
目
詰
ま
り
し
て
い
る
所

は
し
っ
か
り
と
目
詰
ま
り
を

取
っ
て
、
前
進
す
る
所
は
前

進
す
る
よ
う
に
努
力
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
皆
さ
ん

の
ご
協
力
と
会
員
に
対
す
る

ご
指
導
、
そ
し
て
、
我
わ
れ

執
行
部
に
対
す
る
叱
咤
激
励

も
受
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
日
の
よ
う
な
意
見
を
ど
ん

ど
ん
出
し
て
く
れ
な
け
れ
ば
、

執
行
部
は
耳
が
聞
こ
え
な
い

執
行
部
に
な
り
、
舌
が
短
く

な
っ
て
何
も
し
な
い
執
行
部

に
な
り
ま
す
。

そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に
、

日
本
柔
道
整
復
師
会
の
執
行

部
は
、
ワ
ン
チ
ー
ム
と
な
っ

て
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

日整トピック 令和３年（２０２１）４月１日 （２）第２４号

ご
協
力
に
敬
意
と
感
謝

全
国
会
長
会
の
総
評
（
要
旨
）

会
長

工
藤

鉄
男

認
定
機
能
訓
指
導
員



厚
生
労
働
省
保
険
局
は
、

令
和
３
年
３
月
24
日
付
け

で
、
地
方
厚
生
（
支
局
）
、

都
道
府
県
等
関
係
部
局
に

対
し
て
「
柔
道
整
復
師
の

施
術
に
係
る
療
養
費
の
算

定
基
準
の
実
施
上
の
留
意

事
項
等
に
つ
い
て
（
通
知
）
」

等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

通
知
を
発
出
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
令
和
２
年
７

月
17
日
に
閣
議
決
定
さ
れ

た
「
規
制
改
革
実
施
計
画
」

に
基
づ
き
、
押
印
を
求
め

て
い
る
も
の
に
つ
い
て
、

押
印
を
廃
止
す
る
と
い
う

も
の
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
支
給
申
請

書
の
施
術
証
明
欄
に
は
柔

道
整
復
師
の
押
印
は
不
要

と
な
り
ま
し
た
。

適
用
日
は
、
令
和
３
年

４
月
１
日
か
ら
で
、
旧
様

式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て

は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を

取
り
繕
っ
て
使
用
で
き
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

柔道整復師の押印不要に

療養費支給申請書の施術証明欄

政府の「規制改革実施計画」に基づき

日
整
保
険
部

令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
適
用

日整トピック 令和３年（２０２１）４月１日（３）第２４号

第29回柔道整復師国家試験合格者数

受験者数 合格者数 合 格 率

4,561名 3,011名 66.0％

【第29回柔道整復師国家試験の合格基準】

１. 必修問題については、配点を一問一点とし、全50問中、その得点が総点数の80％以上、40点以上を合格
とする。

２．一般問題については、配点を一問一点とし、全200問中、その得点が総点数の60％以上、120点以上を合格
とする。

３．必修問題及び一般問題のいずれも合格基準を満たしている者を合格とする。



第２４号 日整トピック 令和３年（２０２１）４月１日 （４）

平素は、日本柔道整復師会の活動にご協力をいただき感謝申し上げます。

日整は機関誌「Feel！Go！」を年４回（1月・4月・8月・11月）と「日整トピック」を新聞

形式で併せて発行することにより、会員の皆様に日整の活動をより多くお知らせするよう情報

の配信に努めております。

また、「日整トピック」は、会員に有益な情報をタイムリーに発信することを第一と考え最

新情報をお届けしております。会員の皆様のパソコンやスマートフォンのメールアドレスをご

登録いただき、「日整トピック」をはじめ必要な情報をダイレクトにお届けするメール配信

「日整ニュースレター」をご覧ください。。

このメール配信は、保険関係等の日整の重要な活動状況、柔整に関する情報、「匠の技 伝

承」プロジェクト等の研修内容、会員支援情報など、日整が伝えたい内容を会員各位に直接連

絡できるようにすることを目的としています。日整トピックの掲載内容もさらに充実させて配

信する予定です。日整の主要事業のお知らせを会員が楽しみにしてもらえるような、日整会員

必須の情報ツールに育てていきます。

「日整ニュースレター」の配信は、下記の登録サイトから直接ご登録ください。QRコードか

らも簡単に登録できます。

6,200名の会員が登録


